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１  計 画 の 位 置 づ け  
（ １ ） 第 六 次 白 石 市 総 合 計 画 実 施 計 画  
 「 第 六 次 白 石 市 総 合 計 画 実 施 計 画 」（ 以
下「 実 施 計 画 」と い う 。）は 、「 第 六 次 白
石 市 総 合 計 画 」(以 下 ｢総 合 計 画 」と い う 。）
を 具 体 化 す る た め の 計 画 で す 。  

実 施 計 画 は 、「 総 合 計 画 基 本 構 想 」 (以
下 「 基 本 構 想 ｣と い う 。 )に お け る 目 指 す
将 来 像 ｢人 と 地 域 が 輝 き 、 と も に 新 し い
価 値 を 創 造 す る ま ち  し ろ い し 」の 実 現
に 向 け た ま ち づ く り を 進 め て い く に あ た り 、「 総 合 計 画 基 本 計 画 」(以 下 ｢基 本 計 画 」と い う 。）
に 掲 げ た 施 策 を 効 果 的 ・ 効 率 的 に 実 施 す る た め の 具 体 的 事 業 等 を 定 め る も の で す 。  
【 参 考 】Ｓ Ｄ Ｇ ｓ（ Sustainable Development Goals：持 続 可 能 な 開 発 目 標 ）は 、平 成 27

（ 2015）年 国 連 サ ミ ッ ト に お い て 提 唱 さ れ 、国 際 社 会 共 通 の 目 標 と な っ て お り 、ま ち づ
く り に お い て も そ の 方 向 性 を 踏 ま え た 取 り 組 み の 推 進 が 求 め ら れ て い ま す 。  

 
■ 総 合 計 画 に お け る ま ち づ く り の 基 本 的 視 点 と 重 点 戦 略 及 び 分 野 目 標 体 系 図  
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重 点 戦 略 １   
次 代 を 担 う 子 ど も 輝 き 戦 略  

重 点 戦 略 ２   
住 民 主 体 の 地 域 づ く り 戦 略  

重 点 戦 略 ３  
ま ち の 魅 力 づ く り 戦 略  

重 点 戦 略 ４   
輝 く 未 来 地 図 戦 略  

〜  目 指す 将来 像 〜 
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（ ２ ） 白 石 市 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」  
出 生 率 の 低 下 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 人 口 減 少 に 歯 止 め を か け る と と も に 、 東 京 圏 へ の

人 口 の 過 度 の 集 中 を 是 正 し 、 そ れ ぞ れ の 地 域 で 住 み よ い 環 境 を 確 保 し て 、 将 来 に わ た っ て
活 力 あ る 日 本 社 会 を 維 持 す る こ と を 目 的 と す る 「 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 」 に 基 づ き 、
令 和 ３ 年 ３ 月 、「 白 石 市 ま ち・ひ と・し ご と 創 生『 第 ２ 期 総 合 戦 略 』」（ 以 下「 第 ２ 期 総 合 戦
略 」 と い う 。） を 策 定 し ま し た 。 総 合 計 画 、 第 ２ 期 総 合 戦 略 に 掲 げ る 目 標 を 達 成 す る た め 、
Society5.0（ ソ サ エ テ ィ 5.0）の 推 進 や Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 実 現 、多 様 な 人 材 の 活 躍 な ど を 関 係 機 関・
団 体 な ど と の 連 携 を よ り 一 層 強 化 し 、 地 方 創 生 の 動 き を さ ら に 加 速 さ せ て い く も の で す 。  
【 参 考 】Society5.0（ ソ サ エ テ ィ 5.0）は 、「 1.0=狩 猟 社 会 」「 2.0=農 耕 社 会 」「 3.0=工 業
社 会 」「 4.0=情 報 社 会 」 に 続 く 、 人 類 史 上 ５ 番 目 の 新 し い 社 会 。  

「 サ イ バ ー 空 間（ 仮 想 空 間 ）と フ ィ ジ カ ル 空 間（ 現 実 空 間 ）」を 高 度 に 融 合 さ せ た シ ス
テ ム に よ り 、 利 便 性 の 向 上 、 新 し い 価 値 の 創 出 が 可 能 と な り ま す 。  
 さ ら に 、 自 治 体 に お い て は 、 幅 広 い 業 務 に お け る 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 、 効 率 的 ・ 効 果
的 な 市 政 運 営 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ て い ま す 。  

 
■ 基 本 目 標 と 施 策 の 方 向  

基 本 目 標  施 策 の 方 向  

【 基 本 目 標 １ 】  
魅 力 あ ふ れ る し ご と と 賑 わ い
を 創 る  

(1)農 林 産 物 な ど の 高 付 加 価 値 化 と 販 路 拡 大 支 援  
(2)企 業 支 援 ・ 新 規 企 業 誘 致 に よ る 働 く 場 の 創 出  
(3)観 光 振 興 を 通 じ た 新 た な 魅 力 の 発 信  
(4)多 様 な 働 き 方 が で き る 就 労 環 境 の 整 備  

【 基 本 目 標 ２ 】  
人 の 流 れ を つ く り 、 つ な が り
を 築 く  

(1)多 様 な 交 流 活 動 の 促 進 と 関 係 人 口 の 拡 大  
(2)移 住 ・ 定 住 の た め の 支 援 の 充 実  
(3)魅 力 あ る 景 観 ・ 生 活 環 境 の 構 築  

【 基 本 目 標 ３ 】  
妊 娠・出 産・子 育 て の 希 望 を か
な え 、 子 ど も の 輝 き を 育 む  

(1)妊 娠 期 か ら 切 れ 目 の な い 包 括 的 な 支 援 と 地 域 医 療 の
充 実  
(2)基 礎 的 ・ 基 本 的 な 学 力 の 向 上 と 特 色 あ る 教 育 の 推 進  

【 基 本 目 標 ４ 】  
と も に 支 え 合 い 、 ま ち の 未 来
を 描 く  

(1)人 と 人 が 繋 が り ・ 誰 も が 活 躍 で き る 地 域 づ く り  
(2)健 康 で 活 力 あ る 社 会 の 推 進  
(3)防 災 ・ 減 災 対 策 の 充 実 、 地 域 に お け る 防 災 力 の 強 化  
(4)持 続 可 能 な 行 財 政 運 営 の 推 進  
(5)魅 力 あ る 都 市 空 間 や 道 路 ・ 公 共 交 通 の 整 備  
(6)歴 史 遺 産 ・ 伝 統 文 化 の 継 承 と 活 用  

 
■ 国 の 地 方 創 生 に 関 す る 基 本 構 想 ・ 総 合 戦 略 を 踏 ま え た 総 合 戦 略 の 改 訂 に 向 け て  
 国 は 、令 和 ７ 年 ６ 月 に 国 の 地 方 創 生 に 関 す る 取 組 の 指 針 と な る「 地 方 創 生 2.0 基 本 構 想 」
を 閣 議 決 定 し ま し た 。 こ の 中 で は 、 こ れ ま で 10 年 間 取 り 組 ん で き た 国 の 地 方 創 生 に 関 す
る 取 組 の 成 果 と 反 省 を 取 り ま と め る と と も に 、 今 後 10 年 間 の 取 組 に 関 す る 目 標 等 を 定 め
て い ま す 。 課 題 と し て 、 人 口 減 少 を 受 け 止 め た 上 で の 対 応 不 足 、 若 者 や 女 性 が 地 域 か ら 流
出 す る 要 因 へ の リ サ ー チ 不 足 が 挙 げ ら れ て お り 、 新 た に 目 指 す 姿 と し て 「 強 い 経 済 と 豊 か
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な 生 活 環 境 の 基 盤 に 支 え ら れ る 多 様 性 の 好 循 環 が 新 し い・楽 し い 日 本 」と さ れ 、「 強 い 経 済 」、
「 豊 か な 生 活 環 境 」、「 新 し い 日 本 ・ 楽 し い 日 本 」 の 実 現 に 向 け た 基 本 的 姿 勢 ・ 視 点 が 定 め
ら れ て い ま す 。 ま た 、 令 和 ７ 年 １ ２ 月 に は 基 本 構 想 の 実 現 に 向 け た 今 後 ５ 年 間 の 取 組 を ま
と め た 「 地 方 創 生 に 関 す る 総 合 戦 略 」 が 決 定 さ れ ま し た 。 さ ら に 、 令 和 ８ 年 夏 ご ろ を 目 処
と し て 、 目 指 す 姿 の 中 で も 「 強 い 経 済 」 の 実 現 に 力 点 を 置 い た 「 地 域 未 来 戦 略 」 を 策 定 す
る こ と と な っ て い ま す 。  

本 市 に お い て も 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 に 基 づ き 、 令 和 ３ 年 ３ 月 に 第 ２ 期 総 合 戦 略
を 策 定 い た し ま し た 。 こ の 総 合 戦 略 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 か ら 令 和 ７ 年 度 ま で を 計 画 期 間
と し て い た た め 、 新 た な 総 合 戦 略 の 策 定 を 検 討 し て ま い り ま し た が 、 国 の 総 合 戦 略 の 改 定
等 を 踏 ま え 、 計 画 期 間 を 令 和 ８ 年 度 ま で １ 年 間 延 長 し 、 令 和 ９ 年 度 か ら の 新 た な 地 方 版 総
合 戦 略 の を 検 討 し て い ま す 。  
 
（ ３ ） 第 二 次 白 石 市 国 土 強 靭 化 地 域 計 画  
 「 強 く し な や か な 国 民 生 活 の 実 現 を 図 る た め の 防 災・減 災 等 に 資 す る 国 土 強 靭 化 基 本 法 」
に 基 づ き 、 令 和 ３ 年 ３ 月 に 「 白 石 市 国 土 強 靭 化 地 域 計 画 」 を 策 定 し ま し た 。 こ の 計 画 に つ
い て は 、 令 和 ８ 年 ３ 月 に 期 間 の 満 了 を 迎 え る こ と か ら 、 計 画 期 間 中 に 改 定 さ れ た 国 及 び 県
の 計 画 と 整 合 を 図 り つ つ 、 本 市 が 抱 え る 災 害 リ ス ク と 脆 弱 性 を 改 め て 評 価 し 、 強 靱 化 の 取
組 を 一 層 推 進 す る こ と を 目 的 と し て 、 令 和 ８ 年 ３ 月 に 「 第 二 次 白 石 市 国 土 強 靭 地 域 計 画 」
を 策 定 し ま し た 。 大 規 模 自 然 災 害 が 発 生 し て も 機 能 不 全 に 陥 ら ず 、 迅 速 な 復 旧 ・ 復 興 が 可
能 な 都 市 を 作 り 上 げ て い く 必 要 が あ り ま す 。  
 
■ 基 本 目 標 と 事 前 に 備 え る べ き 目 標  

基 本 目 標   事 前 に 備 え る べ き 目 標  
 

いかなる災害などが 

発生しようとも 
 

① 人 命 の 保 護 が 最 大 限 図 ら れ る こ と  
 

② 市 及 び 地 域 社 会 の 重 要 な 機 能 が 致
命 的 な 障 害 を 受 け ず 維 持 さ れ る こ と  

 
③ 市 民 の 財 産 及 び 公 共 施 設 に 係 る 被
害 を 最 小 化 す る こ と  

 
④ 迅 速 な 復 旧 復 興 を 図 る こ と  

 (1)直 接 死 を 最 大 限 防 ぐ  
(2)救 助 ・ 救 急 、 医 療 活 動 が 迅 速 に 行 わ れ
る と と も に 、 被 災 者 等 の 健 康 ・ 避 難 生 活 環
境 を 確 実 に 確 保 す る こ と に よ り 、 関 連 死 を
最 大 限 防 ぐ  
(3)必 要 不 可 欠 な 行 政 機 能 は 確 保 す る  
(4)経 済 活 動 を 機 能 不 全 に 陥 ら せ な い  
(5)情 報 通 信 サ ー ビ ス 、 電 力 供 給 ネ ッ ト ワ
ー ク 、 上 下 水 道 施 設 、 燃 料 供 給 関 連 施 設 、
交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 等 の 被 害 を 最 小 限 に 留 め
る と と も に 、 早 期 に 復 旧 さ せ る （ 孤 立 地 域
の 早 期 解 消 を 含 む ）  
(6)社 会 ・ 経 済 が 迅 速 か つ 従 前 よ り 強 靭 な
姿 で 復 興 で き る 条 件 を 整 備 す る  

 
 

- 3 -



（ ４ ） 白 石 市 行 財 政 改 革 推 進 計 画 を 継 承 し た 行 財 政 改 革 の 視 点  
平 成 17 年 ３ 月 、 総 務 省 か ら 「 地 方 公 共 団 体 に お け る 行 政 改 革 の 推 進 の た め の 新 た な 指

針 」が 示 さ れ 、平 成 17 年 度 か ら 21 年 度 ま で の ５ カ 年 に お い て 、各 自 治 体 が 行 政 改 革 を 集
中 的 に 実 施 す る こ と と な り ま し た 。  
 本 市 で は 、 平 成 15 年 度 に 策 定 し 実 施 中 で あ っ た 第 三 次 行 政 改 革 大 綱 に つ い て 再 検 証 を
行 い 、 新 し い 視 点 に 立 っ た 行 政 改 革 に 取 り 組 む た め 、 平 成 17 年 度 以 降 の 具 体 的 な 取 組 内
容 を 明 示 し た 白 石 市 行 財 政 改 革 推 進 計 画「 集 中 改 革 プ ラ ン 」（ 以 下「 集 中 改 革 プ ラ ン 」と い
う 。） を 策 定 し 、 集 中 改 革 プ ラ ン 【 第 四 次 改 訂 版 】 に 基 づ き 行 財 政 改 革 を 進 め て き ま し た 。 
 集 中 改 革 プ ラ ン 【 第 四 次 改 訂 版 】 は 令 和 ３ 年 度 末 ま で を 計 画 期 間 と し て い ま し た が 、 令
和 ４ 年 度 以 降 は 新 た な 行 財 政 改 革 推 進 計 画 を 策 定 せ ず 、 総 合 計 画 と 行 財 政 改 革 の 内 容 を 一
体 化 し 、 こ れ ま で の 取 り 組 み を 継 承 し な が ら も 、 施 策 推 進 の 視 点 と 行 財 政 改 革 の 視 点 と の
整 合 性 を 図 っ た 自 治 体 経 営 を 推 進 す る こ と と し ま す 。  
 
■ 行 財 政 改 革 推 進 の 方 向 性 と 取 組 内 容 （ 集 中 改 革 プ ラ ン を 継 承 ）  

項    目  具 体 的 な 取 組 内 容  

１  継 続 的 で 開
か れ た 行 政 運 営
の 推 進  

(1) 民 間 委 託 と 市
民 協 働 の 積 極 的
推 進  

(1)業 務 委 託 ・ 民 営 化 な ど の 推 進  
(2)指 定 管 理 者 制 度 な ど の 活 用 、指 定 管 理 施 設 の 再
検 証  
(3)NPO 法 人・ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な ど の 育 成 と 活 用  
(4)新 た な 民 間 活 力 導 入 方 法 の 検 討  

(2) 業 務 効 率 化 の
推 進  

(5)外 郭 団 体 な ど へ の 関 与 の 見 直 し  
(6)各 種 審 議 会 、 委 員 会 な ど の 見 直 し  
(7)各 種 行 事・イ ベ ン ト な ど の 見 直 し (統 廃 合・縮 小・
廃 止 ) 
(8)各 施 設 の 修 繕 計 画 な ど の 策 定  
(9)効 率 的 な 電 算 シ ス テ ム の 導 入  

項    目  具 体 的 な 取 組 内 容  

１  継 続 的 で 開
か れ た 行 政 運 営
の 推 進  

(3) 市 民 サ ー ビ ス
の 維 持 向 上・開 か
れ た 行 政 へ の 取
り 組 み  

(10)収 納 機 会 の 提 供  
(11)窓 口 業 務 な ど の ワ ン ス ト ッ プ 化 推 進  
(12)市 庁 舎 内 収 納 窓 口 の 設 置  
(13)開 か れ た 行 政 の 推 進 (市 民 と 市 長 の ふ れ あ い ) 

２  安 定 的 な 財
政 基 盤 の 確 立  

(1) 自 主 財 源 の 確
保  

(14)未 利 用 財 産 の 売 却 ・ 貸 付 の 推 進  
(15)使 用 料 ・ 手 数 料 な ど の 見 直 し  
(16)市 税 な ど 収 納 率 の 向 上  
(17)税 外 債 権 (各 種 使 用 料 な ど )の 収 納 率 向 上 と 適
正 管 理  
(18)企 業 誘 致 に よ る 税 収 の 確 保  
(19)新 た な 収 入 の 確 保  
(20)企 業 会 計 の 経 営 健 全 化 (使 用 料 の 見 直 し ) 
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(2) 経 費 の 節 減 と
合 理 化  

(21)経 常 経 費 の 徹 底 的 な 削 減  
(22)既 存 委 託 業 務 ・ 業 者 の 抜 本 的 見 直 し  
(23)各 種 団 体 の 負 担 金 ・ 補 助 金 ・ 助 成 金 の 合 理 化
(協 議 会 ・ 協 会 な ど の 加 入 見 直 し  
(24)奨 励 的 報 償 費 な ど の 見 直 し  
(25)公 共 工 事 の コ ス ト 縮 減 ・ 合 理 化  
(26)選 挙 事 務 な ど の 見 直 し  
(27)情 報 ・ 広 報 紙 な ど の 充 実  
(28)時 間 外 勤 務 の 縮 減 、振 替・代 休 制 度 な ど の 活 用  
(29)白 石 市 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 の 積 極 的 推 進  

(3) 予 算 の 重 点 的
配 分  

(30)財 政 状 況 の 周 知 徹 底 に よ る 業 務 効 率 化 ・ ス リ
ム 化  
(31)既 存 事 業・新 規 事 業 の 凍 結・延 期・縮 小・廃 止  

３  機 能 的 な 組
織 機 構 の 整 備  

(1) 組 織 機 構 の 再
編  

(32)組 織 ・ 機 構 の 見 直 し  
(33)事 務 事 業 の 整 理 ・ 統 合 ・ 廃 止  

(2) 定 員 の 適 正 管
理 と 人 材 育 成 の
推 進  

(34)定 員 の 適 正 管 理  
(35)人 材 育 成 の 推 進 と 活 用  
(36)人 事 評 価 制 度 の 充 実  

 
（ ５ ）「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」「 第 二 次 国 土 強 靭 化 地 域 計 画 」「 行 財 政 改 革 」を 包 含 し た 実 施 計 画  
 総 合 計 画 で は 、ま ち づ く り の 基 本 理 念 と し て 、「 ひ と づ く り 」は 市 政 運 営 の 最 も 基 本 的 な
も の で 、「 ま ち へ の 誇 り と 愛 着 を 持 っ て 暮 ら し て い く こ と が で き る ま ち づ く り 」「 宮 城 県 南
の 中 心 都 市 と し て 重 要 な 役 割 を 果 た し 、持 続 可 能 な ま ち づ く り 」を 推 進 す る と し て い ま す 。  
 今 後 10 年 間 の 本 市 の 目 指 す 将 来 像 と ま ち づ く り の 方 向 性 と な る 総 合 計 画 が 取 り ま と め
ら れ た こ と か ら 、 そ の 取 り 組 み は 「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」「 第 二 次 国 土 強 靭 化 地 域 計 画 」「 行 財
政 改 革 」 の 目 的 に 沿 っ た も の と な り ま す 。  
 こ の よ う な こ と か ら 、 本 計 画 で 位 置 付 け る 事 業 は 、「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」「 第 二 次 国 土 強 靭
化 地 域 計 画 」「 行 財 政 改 革 」と 共 通 し て い る も の で あ る た め 、こ れ ら を 包 含 し た 実 施 計 画 と
し ま す 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 六次 白石 市総 合計画 

白 石市 まち ・ひ と・しご と創 生「 第２ 期総合戦 略」 
第 二次 白石 市国 土強靭化 地域 計画 
行 財政 改革 

各 分野 別計 画 

整 合 整 合 

指 針 

- 5 -



２  計 画 期 間  
 本 計 画 の 期 間 は 、総 合 計 画 に お け る 基 本 計 画 の 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和 12 年 度 ま で の 10 年
間 の う ち 、 令 和 ６ 年 度 か ら 令 和 ８ 年 度 ま で の ３ 年 間 と し ま す 。  
 な お 、 翌 年 度 以 降 に つ い て は 、 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 や 国 の 制 度 改 正 、 主 要 施 策 の 実 施 状  
況 な ど に 対 応 す る た め 、 ロ ー リ ン グ 方 式 に よ り 、 毎 年 度 見 直 し を 進 め ま す 。  
 
 
 
■ 計 画 の 構 成 と 期 間  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R3 
年 度  

R4 
年 度  

R5 
年 度  

R6 
年 度  

R7 
年 度  

R8 
年 度  

R9 
年 度  

R10 
年 度  

R11 
年 度  

R12 
年 度  

基本構想  

 
 
 

         

 
 
 
 
 
 

         

 
 

基 本 構 想  

基 本 計 画  

実 施 計 画   毎年度３カ年ローリング方式３年
３年

３年

基本計画（10 年間） 

見直 し  

実施 計画 （３ 年 間）  

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030
(R3) (R4) (R5) (R6) (R7) (R8) (R9) (R10) (R11) (R12)

令和３(2021)年度〜令和12(2030)年度【10年間】

実施 計画 （３ 年 間）  

見直 し  

実施 計画 （４ 年 間）  

見直 し  
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３  計 画 の 進 行 管 理  
 基 本 計 画 及 び 実 施 計 画 に 掲 げ る 事 業 の 推 進 を 図 る た め 、 こ れ ま で の 取 り 組 み を 継 続 し な
が ら も 、 事 業 の 進 捗 状 況 管 理 、 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 や 国 の 制 度 改 正 な ど の 状 況 変 化 に 応 じ
て 、 事 業 内 容 な ど を 毎 年 度 見 直 す こ と が 必 要 と な り ま す 。  
 こ の よ う な こ と か ら 、 総 合 計 画 や 各 所 属 で 策 定 し て い る 分 野 別 計 画 な ど で 設 定 し た 成 果
指 標 や 数 値 目 標 、重 要 業 績 評 価 指 標（ Ｋ Ｐ Ｉ ）な ど を 活 用 し 、「 Plan（ 計 画 ）→ Do（ 実 行 ）
→ Check（ 点 検 ）→ Action（ 改 善 ）」と い っ た 、Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル の 手 法 を 取 り 入 れ た 進 行
管 理 を 行 い 、施 策 や 事 業 の 成 果 を 定 期 的 に 確 認 し 、事 業 の 改 善・効 率 化 を 進 め て い き ま す 。  
 
■ 白 石 市 総 合 計 画 ・ 総 合 戦 略 推 進 委 員 会 等 の 設 置  
 総 合 計 画 に 掲 げ る 分 野 目 標 及 び 重 点 戦 略 の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み と と も に 、 総 合 戦 略 に
掲 げ る 具 体 的 施 策 を 推 進 す る た め 、外 部 有 識 者 や 住 民 代 表 等 で 構 成 す る「 白 石 市 総 合 計 画・
総 合 戦 略 推 進 委 員 会 」と 、庁 内 相 互 調 整 機 関 で あ る「 白 石 市 総 合 計 画・総 合 戦 略 推 進 本 部 」
を 設 置 し 、 定 期 的 な 進 捗 状 況 の 確 認 と 成 果 の 検 証 を 行 う こ と と し ま す 。  
 
■ 実 施 計 画 の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル  
 

Plan（計画）

Do（実行）

Check（点検）

Action（改善）
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４ 施策体系
第2期総合戦略 国土強靭化地域計画 行財政改革の視点

基本的視点 目指す将来像 分野目標 施策目標 重点戦略 基本目標 基本目標 推進項目

1-1 学校教育の充実

1-2 地域・家庭の教育力の向上

1-3 生涯学習・スポーツの推進

1-4 歴史遺産・伝統文化の継承と活用

2-1 これからの時代に対応したコミュニティの形成

2-2 持続可能な多機能型自治の形成

2-3 協働のまちづくりの推進

2-4 市民と行政の情報の共有化

2-5 持続可能な行財政運営

2-6 社会の変化に対応できる職員の育成・確保

3-1 地域福祉の推進

3-2 子ども・子育て支援の充実

3-3 高齢者福祉の充実

3-4 障がい者福祉の充実

3-5 地域医療体制の充実と健康づくりの推進

4-1 防災・減災対策の充実

4-2 交通安全・防犯対策の充実

4-3 地域における防災力の強化

4-4 消費者行政の推進

5-1 農林業の振興

5-2 商工業の振興

5-3 観光の振興

5-4 雇用・就労支援の充実

5-5 交流活動の促進

5-6 移住・定住の促進

6-1 豊かな自然環境の維持

6-2 快適な生活環境の構築

6-3 道路・公共交通の整備

6-4 魅力ある都市空間の整備

各
所
属
で
策
定
な
ど
し
て
い
る
分
野
別
計
画

その他
の計画

【横断的な目標
２】新しい時代
の流れを力にす
る

総合計画

人
と
地
域
が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち
 
し
ろ
い
し

ひと
づくり

地域力の
向上

新しい
価値の創造 ４ 輝く未来

  地図戦略

３ まちの魅力
  づくり戦略

２ 住民主体の
  地域づくり
  戦略

１ 次代を担う
  子ども輝き
  戦略

(1)人・文化を育む

(2)みんなで地域づくり
を進める

(3)暮らしをともに支え
合う

(4)安全・安心を守る

１ 継続的で開かれた行政運営の推進
（１）民間委託と市民協働の積極的推進
（２）業務効率化の推進
（３）市民サービスの維持向上・開かれた行政へ
  の取り組み

２ 安定的な財政基盤の確立
（１）自主財源の確保
（２）経費の節減と合理化
（３）予算の重点的配分

３ 機能的な組織機構の整備
（１）組織機構の再編
（２）定員の適正管理と人材育成の推進

(5)活力・賑わいを創る

(6)まちの未来を描く

１ 稼ぐ地域を
つくるととも
に、安心して働
けるようにする

２ 地方とのつ
ながりを築き、
地方への新しい
ひとの流れをつ
くる

３ 結婚・出
産・子育ての希
望をかなえる

４ ひとが集
う、安心して暮
らすことができ
る魅力的な地域
をつくる

【横断的な目標
１】多様な人材
の活躍を推進す
る

いかなる災害が
発生しようとも

１ 人命の保護
が最大限図られ
ること

２ 市及び地域
社会の重要な機
能が致命的な障
害を受けず維持
されること

３ 市民の財産
及び公共施設に
係る被害を最小
化すること

４ 迅速な復旧
復興を図ること
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▽歳入歳出決算額等の推移

（単位：千円、％）

令 和 ７ 年 度 令 和 ８ 年 度
（対前年比） （対前年比） （対前年比） （対前年比） （最終予算） （対前年比） （当初予算） （対前年比）

19,441,861 △ 7.0 19,849,240 2.1 20,035,285 0.9 19,262,275 △ 3.9 20,458,861 6.2 21,066,747 3.0

地方税 4,168,699 1.5 4,288,072 2.9 4,267,414 △ 0.5 4,360,595 2.2 4,438,534 1.8 4,459,832 0.5

地方交付税 5,777,078 10.5 5,323,582 △ 7.8 5,030,314 △ 5.5 5,098,176 1.3 5,093,620 △ 0.1 4,000,000 △ 21.5

　うち普通交付税 4,455,792 7.5 4,258,215 △ 4.4 4,360,347 2.4 4,458,204 2.2 4,453,677 △ 0.1 3,700,000 △ 16.9

18,524,672 △ 8.5 19,272,176 4.0 19,102,140 △ 0.9 18,623,899 △ 2.5 20,458,861 9.9 21,066,747 3.0

仙南地域広域行政組合負担金 595,180 △ 7.2 606,588 1.9 641,256 5.7 666,030 3.9 711,308 6.8 694,965 △ 2.3

病院事業会計繰出金
※R4以前は白石市外二町組合への繰出金

1,226,900 36.7 1,680,300 37.0 2,089,063 24.3 1,114,602 △ 46.6 982,127 △ 11.9 986,422 0.4

10,832,151 0.7 10,716,617 △ 1.1 10,858,996 1.3 10,328,073 △ 4.9 10,243,609 △ 0.8 12,532,460 22.3

地方債（借入額） 1,178,794 △ 8.0 1,045,288 △ 11.3 1,350,715 29.2 782,111 △ 42.1 1,271,400 62.6 3,729,800 193.4

公債費（償還額） 1,137,952 1.0 1,194,736 5.0 1,242,848 4.0 1,352,292 8.8 1,400,833 3.6 1,483,276 5.9

うち繰上償還額 - - - - - - - - - - - -

8,414,784 25.2 9,764,423 16.0 7,901,738 △ 19.1 8,669,079 9.7 9,098,031 4.9 6,940,605 △ 23.7

うち財政調整基金 3,435,548 32.2 3,256,984 △ 5.2 2,686,974 △ 17.5 2,686,614 △ 0.0 2,766,052 3.0 1,574,421 △ 43.1

うち減債基金 1,147,907 63.9 2,362,389 105.8 1,250,046 △ 47.1 1,308,259 4.7 1,595,975 22.0 1,277,774 △ 19.9

うち都市整備基金 2,305,483 15.0 2,305,996 0.0 2,087,509 △ 9.5 2,467,022 18.2 2,370,969 △ 3.9 1,703,747 △ 28.1

令和４年度 令和５年度 令和６年度

※２　仙南広域行政組合負担金は介護保険分を含まない。

歳入総額

歳出総額

地方債現在高

基金現在高

※１　地方交付税には臨時財政対策債を含む。

令和３年度
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６  取 り 組 み の 方 向 性  
（ １ ） 現 状 の 把 握 と 将 来 へ の 対 応  
 ア  は じ め に  
  本 市 は 、昭 和 60 年 に 第 一 次 行 政 改 革 大 綱 を 策 定 し 、白 石 市 行 財 政 改 革 推 進 計 画「 集 中

改 革 プ ラ ン 」に 基 づ き 、35 年 以 上 に わ た り 、事 務 事 業 の 見 直 し や 予 算 編 成 へ の 反 映 な ど
行 財 政 改 革 を 進 め 、 業 務 の 効 率 化 と コ ス ト 削 減 に 努 め て き ま し た 。  

  今 後 、 さ ら な る 人 口 減 少 や 少 子 高 齢 化 が 進 行 し て い く 中 、 限 ら れ た 人 員 や 財 源 と い っ
た 行 政 資 源 を 効 率 的 に 活 用 し て い く た め 、 こ れ ま で の コ ス ト 削 減 の 取 り 組 み を 踏 ま え つ
つ 、 業 務 プ ロ セ ス の 明 確 化 、 職 員 で な く て も で き る 業 務 な ど 今 ま で の や り 方 の 見 直 し 、
真 に 必 要 で 継 続 す る 必 要 が あ る 事 業 か な ど 、 総 合 計 画 に 基 づ き 、 各 所 属 で 取 り 組 む 業 務
や 事 業 の 改 善 を 、 職 員 一 人 ひ と り が 考 え 、 部 ・ 課 ・ 室 ・ 係 の 各 部 門 に よ る 連 携 を 進 め 、
自 発 的 、 自 律 的 に 職 務 を 遂 行 し 、 な お 一 層 「 選 択 と 集 中 」 を 進 め て い か な け れ ば な り ま
せ ん 。  

 
 イ  本 市 の ま ち づ く り の 課 題  
 〇 人 口 構 造 の 変 化 へ の 対 応  
  人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 は 、 税 収 の 減 少 、 社 会 保 障 費 の 増 大 な ど 、 行 政 運 営 に も 影 響 を

及 ぼ し 、 こ れ ま で と 同 様 に 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と が 難 し く な る こ と が 危 惧 さ れ て
い ま す 。 特 に 高 齢 化 率 が 高 い 本 市 に お い て は 、 高 齢 者 自 身 が 支 え 手 と な る な ど 、 多 様 な
担 い 手 づ く り を 推 進 し 、 安 心 し て 暮 ら し て い く こ と が で き る 環 境 づ く り に 力 を 入 れ て 取
り 組 ん で い く 必 要 が あ り ま す 。  
将 来 人 口 推 計 (総 人 口 及 び 年 齢 ３ 区 分 別 の 目 標 人 口 )  出 典 ： 第 六 次 白 石 市 総 合 計 画  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ H27(2015)は 、 年 齢 不 詳 が い る た め 、 各 年 齢 の 合 計 が 総 人 口 と 合 わ な い 。  
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・ H27(2015)は 、 年 齢 不 詳 が い る た め 、 表 示 上 の 数 値 の 合 計 が 100％ に な ら な い 。  

 
 ○ 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 へ の 対 応  
  Ｉ Ｃ Ｔ の 進 展 に よ り Ａ Ｉ や Ｒ Ｐ Ａ な ど の 新 た な 技 術 の 活 用 分 野 が 拡 大 し て い ま す が 、

導 入 の た め の 財 政 負 担 や 費 用 対 効 果 を 踏 ま え た Ｉ Ｃ Ｔ の 利 活 用 が 求 め ら れ て い ま す 。 こ
れ ま で 取 り 組 ん で き た 市 民 サ ー ビ ス の さ ら な る 充 実 を 図 り 、 行 政 サ ー ビ ス の 効 率 化 に よ
り 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 推 進 す る た め に も 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 利 活 用 は ま す ま す 重 要 と な っ て
い ま す 。  

  Society5.0（ ソ サ エ テ ィ 5.0）の 動 向 を 注 視 し 、調 査 研 究 を 図 り な が ら 、本 市 の 特 性 や
実 情 を 踏 ま え つ つ 積 極 的 に 導 入 し て い く こ と が 求 め ら れ て い ま す 。  

  【 参 考 】  
Ｉ Ｃ Ｔ (Information and 
Communication  technolo 
gy の 略 ）  

Ａ Ｉ （ Artfi cial Inteligence
の 略 ）  

Ｒ Ｐ Ａ （ Robotic Process 
Automation の 略 ）  

Ｉ Ｔ (情 報 技 術 ）に「 コ ミ
ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 が 加 わ る
こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 通 信
に よ る 情 報 ・ 知 識 の 共 有 が
念 頭 に お か れ た 表 現  

人 工 知 能 を 表 す 。 認 識 力
推 論 な ど 人 間 が 持 つ 能 力 を
コ ン ピ ュ ー タ ー で も 可 能 に
す る 技 術  

ロ ボ ッ ト（ ソ フ ト ウ ェ ア ）
を 使 っ て 人 間 が 行 っ て い た
業 務 を 代 行 ・ 自 動 化 す る も
の  

 
 〇 地 域 資 源 の 活 用 ・ 魅 力 再 発 見  
  市 民 が 誇 り に 思 い 、 魅 力 に あ ふ れ た ま ち づ く り を 進 め て い く た め に は 、 先 人 の 努 力 に

よ っ て 磨 か れ 、 魅 力 を 高 め て き た 地 域 が も つ 資 源 を 最 大 限 活 用 す る と と と も に 、 市 民 の
目 線 で 埋 も れ て い る 魅 力 を 発 掘 し 、 新 た な 資 源 と し て 育 ん で い く こ と が 不 可 欠 で す 。 ま
た 、 そ の 過 程 に お い て ま ち に 対 す る 誇 り や 愛 着 を 醸 成 し て い く こ と が 重 要 で す 。  
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 〇 利 便 性 の 高 い 生 活 基 盤 の 整 備 と 安 全 ・ 安 心 の 確 保  
人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 に 伴 い 、 市 民 が 安 心 し て 暮 ら し て い く た め の 地 域 医 療 体 制 の 整

備 や 健 康 づ く り 施 策 の 推 進 、 公 共 交 通 の 充 実 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  
ま た 、 自 然 災 害 な ど か ら 市 民 の 命 と 財 産 を 守 る た め の 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 を 推 進 し て い

く た め に は 、 治 山 ・ 治 水 や 施 設 の 耐 震 化 、 情 報 収 集 ・ 伝 達 手 段 の 強 化 、 避 難 所 の 整 備 ・
充 実 を 図 る 必 要 が あ り ま す 。  

 
 ○ 持 続 可 能 な ま ち づ く り の 推 進  
  持 続 可 能 な 行 財 政 運 営 を 行 っ て い く た め に は 、 創 意 工 夫 に よ る 自 主 財 源 の 確 保 、 効 率

的 で 効 果 的 な 事 務 事 業 の 実 施 を 推 進 す る と と も に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 活 性 化 や 関 係 人
口 の 拡 大 を 図 り な が ら 、 多 様 な 世 代 、 主 体 が 積 極 的 に ま ち づ く り に 参 加 す る 市 民 協 働 の
仕 組 み の 構 築 ・ 運 用 を 進 め て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 
 ウ  持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 推 進 ）  

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ（ Sustainable Development Goals：持 続 可 能 な 開 発 目 標 ）は 、令 和 12（ 2030）
年 ま で に 、 誰 ひ と り 取 り 残 さ な い 持 続 可 能 で よ り よ い 社 会 の 実 現 を 目 指 す 世 界 共 通 の 目
標 の こ と で 、平 成 27（ 2015）年 ９ 月 の 国 連 サ ミ ッ ト で 採 択 さ れ た「 持 続 可 能 な 開 発 の た
め の 2030 ア ジ ェ ン ダ 」 の 中 で 掲 げ ら れ ま し た 。  

  17 の ゴ ー ル（ 目 標 ）と 169 の タ ー ゲ ッ ト か ら 構 成 さ れ 、経 済・社 会・環 境 の 三 側 面 の
統 合 的 な 取 り 組 み を 目 指 し て い ま す 。  

  本 市 に お い て も 、 総 合 計 画 に お い て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 考 え 方 を 取 り 入 れ て い る こ と か ら 、 実
施 計 画 の 施 策 と Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 関 連 に つ い て 整 理 し ま す 。  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  
・本 市 は 、国 連 で 採 択 さ れ た Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 趣 旨 を 理 解 し 、最 上 位 計 画 で あ る「 総 合 計 画 」
や「 第 ２ 期 総 合 戦 略 」に お い て Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 視 点 を 取 り 入 れ 策 定 し て い る こ と を 踏 ま え 、
基 本 計 画 で 示 し た 施 策 や 具 体 的 な 事 業 、各 個 別 計 画 に お い て も 同 様 に そ の 方 向 性 を 踏
ま え た 取 り 組 み を 推 進 し て い く 。  

 
 エ  全 庁 業 務 量 調 査 の 実 施  
  国 に お い て は 、 基 幹 業 務 シ ス テ ム を は じ め 国 、 地 方 を 通 じ た デ ジ タ ル 基 盤 の 統 一 化 ・

標 準 化 を 進 め て お り 、 本 市 に お い て も 業 務 の 標 準 化 や 最 適 化 を 推 進 し て い く 必 要 が あ り
ま す 。 一 方 で 、 国 や 県 か ら の 権 限 委 譲 や 様 々 な 地 域 課 題 に 対 応 す る た め 、 職 員 の 業 務 の
複 雑 化 と 業 務 量 の 増 加 が 懸 念 さ れ て い ま す 。 本 市 に お い て も こ う し た 動 き に 対 応 し 、 限
ら れ た 人 材 を 効 率 的 か つ 効 果 的 に 配 分 す る た め 、 現 状 の 業 務 の 可 視 化 を 行 い 、 Ｉ Ｃ Ｔ の
活 用 や 将 来 的 な 各 種 シ ス テ ム 導 入 の 検 討 、 ペ ー パ ー レ ス の 推 進 な ど 、 徹 底 し た 行 政 事 務
の 効 率 化 と 生 産 性 の 向 上 を 図 る 必 要 が あ る こ と か ら 、 令 和 ３ 年 12 月 に 全 庁 業 務 量 調 査
を 実 施 し ま し た 。  
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○ 全 庁 業 務 量 調 査 の 目 的  
  ・ こ れ ま で 見 え て い な か っ た 業 務 構 造 や 業 務 量 を 定 量 的 に 可 視 化 し ま す 。  

・ 可 視 化 に よ り 、 業 務 改 革 の 具 体 的 な 優 先 度 付 け が 可 能 と な り ま す 。  
・ 公 務 員 で な け れ ば で き な い 仕 事 （ コ ア 業 務 ） と 公 務 員 で な く と も で き る 仕 事 （ ノ ン
コ ア 業 務 ） の 分 布 を 可 視 化 す る こ と で 、 効 率 化 ・ 担 い 手 の 変 更 が で き る ポ イ ン ト の メ
リ ハ リ を つ け て い き ま す 。  
 
 

 
 
 

○ 全 庁 業 務 量 調 査 の 結 果  
 【 調 査 概 要 】  
  調 査 対 象 ： ４ ４ 課  １ １ ６ 係  
  調 査 対 象 職 員 ： 課 長 補 佐 級 以 下 の 職 員 （ 正 規 職 員 、 非 正 規 職 員 ）  
  調 査 期 間 等：令 和 ３ 年 11 月 22 日  角 田 市 、コ ニ カ ミ ノ ル タ 株 式 会 社 と 包 括 連 携 協 定  
        令 和 ３ 年 12 月  １ 日  白 石 市 行 政 改 革 推 進 本 部 会 議  
        令 和 ３ 年 12 月  ７ 日  全 庁 業 務 量 調 査 職 員 説 明 会  
        令 和 ３ 年 12 月 10 日 〜 24 日  全 庁 業 務 量 調 査 シ ー ト 作 成  
 【 調 査 結 果 （ 共 通 作 業 時 間 ）】  
  ＜ 表 １ ＞ 共 通 作 業 の 庁 内 分 布                    (単 位 ： 時 間 ) 

作 業 分 類  保 健 福 祉 部  総 務 部  教 育 委 員 会  市 民 経 済 部  建 設 部  総 計  

会 議 等 主 催 ･出 席  4,240 1,359 3,466 1,865 678 12,308 
議 事 録 作 成  5,112 894 550 90 450 7,659 

資 料 等 作 成 ･編 集  40,199 10,818 5,776 4,353 3,568 68,393 
周 知 ・ 連 絡 ･案 内  1,382 1,119 2,006 3,942 782 9,596 

説 明 ･報 告  1,189 639 767 2,337 719 6,162 
相 談 ･問 い 合 わ せ  4,225 8,503 4,499 5,650 2,390 26,202 
調 整 ･検 討 ･協 議  11,980 7,464 6,813 3,148 1,851 31,567 

合  計  68,326 30,797 23,876 21,385 10,438 161,887 

業務

コア業務
公務員でなければ

できない仕事

公務員がやるべき仕事

ＩＣＴ等の活用で効率化できる作業

ノンコア業務
公務員でなくとも

できる仕事

場所にとらわれず行える作業

その場で行われければならない作業

例 )判 断 を 要 す る 仕 事  

例 )マ ニ ュ ア ル 化 さ れ た 作 業 仕 事  
よ り 詳 細 に 分 類 し て 業 務 を 可 視 化 し た 上 で 施 策 の 方 向 性 を 検 討 す る  

    
可視化 業務分析 最適化 標準化 

- 13 -



  ＜ 表 ２ ＞ 庶 務 事 務 業 務 の 上 位 10 作 業 分 類        (単 位 ： 時 間 ) 
作 業 分 類  年 間 作 業 時 間  全 体 で の 割 合  

そ の 他  6,662 13.90％  
支 払 処 理  6,447 13.45％  
書 類 整 理  5,408 11.28％  

決 裁 ･承 認  3,641 7.60％  
資 料 等 作 成 ・ 編 集  3,230 6.74％  

デ ー タ 入 力 ･登 録 ･集 計  3,089 6.44％  
相 談 ･問 合 せ  2,722 5.68％  

起 案 ･伺 い 作 成  2,660 5.55％  
取 り ま と め ･情 報 収 集  1,610 3.36％  

受 付 ･受 領  1,429 2.98％  
 
  ＜ 表 ３ ＞ 他 自 治 体 と の 比 較                         (単 位：時 間 ) 

作 業 分 類  
白 石 市  

3.3 万 人  

角 田 市  

2.8 万 人  

基 礎 自 治 体  

（ ※ ）  
施 策 の 方 向 性 (例 ) 

会 議 等 主 催 ･出 席  3,784.0 3,596.2 3,909.4  
議 事 録 作 成  2,354.7 1,090.2 764.2 AI 音 声 文 字 起 こ し 、 AI-OCR 

資 料 等 作 成 ･編 集  21,027.2 14,911.5 11,835.7 
フ ォ ー マ ッ ト の 統 一 ･簡 略 化 、
AI 音 声 文 字 起 こ し  

周 知 ・ 連 絡 ･案 内  2,950.2 3,306.5 2,436.9  
説 明 ･報 告  1,894.5 2,391.8 1,394.6 ペ ー パ ー レ ス  

相 談 ･問 い 合 わ せ  8,055.7 9,255.5 7,902.0  
調 整 ･検 討 ･協 議  9,709.6 10,908.6 7,745.4  

合  計  49,776.0 45,460.2 35,988.2  
 ※ 基 礎 自 治 体 は 参 考 値 （ 平 均 値 ）  
 ※ 人 口 １ 万 人 あ た り の 年 間 作 業 時 間 で 比 較 （ 令 和 ３ 年 12 月 末 日 現 在 白 石 市 人 口 32,526 人 ）  

 
 【 分 析 結 果 （ 共 通 作 業 ）】  
  ・ 全 庁 で 共 通 的 に 発 生 す る 可 能 性 の 高 い 作 業 分 類 の 分 布 ＜ 表 １ ＞ を 示 し て い ま す  
  ・ 全 部 門 に 共 通 し て 多 い 「 庶 務 事 務 業 務 」 の 上 位 作 業 ＜ 表 ２ ＞ を 示 し て い ま す 。  
  ・ 本 市 と 他 自 治 体 と の 比 較 ＜ 表 ３ ＞ を 行 っ た と こ ろ 、「 議 事 録 作 成 」、「 資 料 等 作 成 ･編

集 」、「 調 整 ･検 討 ･協 議 」 に つ い て 、 全 庁 共 通 で 業 務 時 間 が 多 い 傾 向 と な っ て い ま す 。  
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 【 調 査 結 果 （ 処 理 媒 体 別 年 間 作 業 時 間 ）】  
  ＜ 表 １ ＞ 処 理 媒 体 別 の 年 間 作 業 時 間     ＜ 表 ２ ＞ 紙 利 用 率 と 電 子 化 率  

(単 位 ： 時 間 ) 
処 理 媒 体  年 間 作 業 時 間   処 理 媒 体  率  

紙 (量 極 大 ) 39,177  紙 利 用 率  69.11％  
電 子 ＋ 紙 (量 極 大 ) 24,743  電 子 化 率  7.35％  

紙 (量 多 い ) 81,845    
電 子 ＋ 紙 (量 多 い ) 83,283    

紙 (量 少 な い ) 112,324    
電 子 ＋ 紙 (量 少 な い ) 142,417    

電 子  51,489    
該 当 な し  164,794    

合  計  700,700    
 
 【 分 析 結 果 （ 処 理 媒 体 ）】  
  ・全 庁 業 務 時 間 の う ち ､69.11％ ＜ 表 ２ ＞ が 紙 を 利 用 し た 作 業 で ､電 子 化 率 (※ )＜ 表 ２ ＞

は 7.35％ で す  
  ・ 業 務 効 率 化 を 進 め る た め に 紙 中 心 の フ ロ ー か ら 、 電 子 中 心 の フ ロ ー に 変 え て い く 必

要 が あ り ま す 。  
 

※ 電 子 化 率：処 理 媒 体 が ｢電 子 (紙 を 利 用 し て い な い )｣の 作 業 時 間 ／ 全 作 業 時 間 で 算 出 ) 
 

○ Ｂ Ｐ Ｒ モ デ ル 事 業  
全 庁 業 務 量 調 査 の 結 果 を 基 に 、業 務 効 率 化 の 可 能 性 を 探 る た め 、対 象 １ 業 務 を モ デ

ル 事 業 と し て 選 定 し 、 業 務 調 査 ⇒ 業 務 分 析 ⇒ 施 策 検 討 を 実 施 。  
【 対 象 業 務 】  

児 童 扶 養 手 当 （ 新 規 認 定 ） 業 務  
【 課 題 】  

・【 ム ダ・ム ラ 】予 約 な し で 来 庁 す る 相 談 者 が お り 、申 請 受 付 を 断 っ た り 、他 職 員 が
仮 受 付 を し て 内 容 不 備 で 再 申 請 が 必 要 と な っ て し ま っ た り す る 事 例 。  
・【 ム リ ・ ム ダ ・ ム ラ 】 窓 口 で の 相 談 に あ た り 、 事 前 に 電 話 で 予 約 の 必 要 。  
・【 ム リ ・ム ラ 】担 当 者 以 外 が 処 理 状 況 に つ い て 回 答 で き ず 、担 当 者 や 電 話（ 窓 口 ）
対 応 者 に 時 間 的 負 担 。  

【 原 因 】  
 ・【 機 能 】 電 話 以 外 に 申 請 者 か ら の  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方 法 ・ 予 約 方 法 が な い 。  

・【 機 能・組 織 】１ 名 で 業 務 を ま わ し て お り 、時 間 が な く 事 務 処 理 マ ニ ュ ア ル が 整 備
さ れ て い な い 。  
・【 組 織 】児 童 扶 養 手 当 シ ス テ ム 導 入 を し て い る も の の 、シ ス テ ム を 基 軸 と し た ス テ
ー タ ス 管 理 を し て い な い 。  
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【 実 行 計 画 】  
 各 施 策 を 取 り 組 む に あ た り そ の 労 力・効 果 を ス コ ア 評 価 し 、早 期 に 取 り 組 む べ き 実
現 可 能 性 が 高 い 施 策 か ら  着 手 し 、 将 来 的 に 目 指 す 姿 に 向 け た 施 策 に 繋 げ て い く 。  
※ あ く ま で も モ デ ル と し て 策 定  

・ 施 策 a 予 約 状 況 の 見 え る 化 と 相 談 受 付 フ ォ ー ム の 整 備  
・ 施 策 b 情 報 発 信 の 充 実  /Web 手 続 き ガ イ ド の 整 備  
・ 施 策 c ル ー ル 明 確 化  /チ ェ ッ ク リ ス ト 整 備  /マ ニ ュ ア ル 整 備  
・ 施 策 d 業 務 手 順 書 の 整 備 と 充 実  
・ 施 策 f RPA/AI-OCR の 活 用  
⇒ こ れ ら の 施 策 を 検 討 ・ 実 施 す る と と も に 、 他 業 務 に 横 展 開 し て い く こ と が 重 要 。 

 

 

 
 

 
 
（ ２ ） 業 務 改 善 の 必 要 性  
 ア  業 務 改 善 の 方 向 性  
  厳 し さ を 増 す 地 方 財 政 の 中 に あ っ て も 持 続 可 能 な 行 財 政 運 営 を 推 進 す る た め に は 、 創

意 工 夫 に よ る 自 主 財 源 の 確 保 に 努 め つ つ 、 地 域 の 特 性 や 抱 え て い る 課 題 を 踏 ま え た 重 点
的 な 施 策 の 推 進 を 図 る 必 要 が あ る こ と か ら 、 限 ら れ た 人 材 や 財 源 を 効 率 的 か つ 効 果 的 に
配 分 し な が ら 業 務 の 改 善 を 進 め て い き ま す 。  

 
 ○ 全 庁 業 務 量 調 査 結 果 の 活 用 に よ る 「 今 ま で の や り 方 の 見 直 し 」 と 「 業 務 量 の 平 準 化 」  
  業 務 の 可 視 化 に よ り 分 割 さ れ た 各 業 務 に つ い て 、非 効 率 な や り 方 の 改 善（ ム ダ を 省 く ）

を 検 討 し 、 業 務 の 平 準 化 を 進 め て い き ま す 。  
  例 ：【 今 の や り 方 が ベ ス ト な の か =現 業 務 に 「 問 題 が な い 」 と 考 え る こ と が 問 題 】  
   も っ と 楽 に で き な い か 。も っ と コ ス ト（ カ ネ 、ヒ ト 、時 間 ）を か け ず に で き な い か 。

も っ と ム ダ を 減 ら せ な い か 。 も っ と 早 く で き な い か 。 特 定 の 人 へ 業 務 が 集 中 し て い
な い か 。 会 議 の 時 間 は 適 切 か 。 業 務 や 事 業 実 施 に お け る 担 当 者 数 は 適 切 か 。 誰 で も
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で き る よ う 更 新 が 可 能 な マ ニ ュ ア ル の 整 備 を 行 っ て い る か  な ど      
 
 〇 業 務 プ ロ セ ス の 明 確 化  

Ｒ Ｐ Ａ に よ る 自 動 化 、 Ａ Ｉ ― Ｏ Ｃ Ｒ 等 で の デ ー タ 化 な ど Ｉ Ｃ Ｔ の 積 極 的 な 活 用 に よ り
さ ら な る 効 率 化 を 進 め て い き ま す 。  
【 参 考 】 Ｏ Ｃ Ｒ （ Opitcial Character Recognition の 略 ）： 画 像 デ ー タ の 文 字 を ス キ ャ
ナ な ど で 読 み 取 り 、 文 字 へ 変 換 す る 技 術 の こ と  

 
 ■ 業 務 改 善 の イ メ ー ジ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ  具 体 的 な 業 務 改 善 方 法  
こ れ ま で の 行 財 政 改 革 の 取 り 組 み と 全 庁 業 務 量 調 査 結 果 を 参 考 と し 、 具 体 的 な 業 務 改

善 を 進 め て い き ま す 。  
 
○ 継 続 的 で 開 か れ た 行 政 運 営 の 推 進  

「 自 治 体 Ｄ Ｘ の 推 進 」  
 国 が 策 定 し た 自 治 体 デ ジ タ ル・ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン（ Ｄ Ｘ ）推 進 計 画 に 基 づ き 、
Society5.0（ ソ サ エ テ ィ 5.0）時 代 に 対 応 し た ス マ ー ト 自 治 体 の 実 現 に 向 け 、本 市 の Ｄ Ｘ
を 推 進 す る と と も に 、 Ｉ Ｃ Ｔ や Ａ Ｉ ・ Ｒ Ｐ Ａ に よ る 先 端 技 術 を 活 用 す る こ と で 、 市 民 サ
ー ビ ス の 維 持 向 上 と 効 率 的 で 効 果 的 な 事 務 事 業 の 実 施 を 進 め て い き ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 

現実の
姿

理想の
姿実現

可能な
ステップ

課
題

課
題実現可能

な改善 実現可能
な改善

業務改善後業務改善前

外部委託
【定型的業務】外部委託

【定型的業務】

会計年度任用職員等
【職員でなくともできる業務】

正職員
【企画、立案業務】
【職員でなければできない業務】

新たな課題への対応

正職員

会計年度任用職員等
【定型的業務】
【職員でなくともできる業務】

【職員でなくともできる業務】

【企画、立案業務】
【職員でなければできない業務】

【定型的業務】業
務
量
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「 デ ー タ （ 証 拠 ） を も と に し た 政 策 立 案 【 Ｅ Ｂ Ｐ Ｍ 】 と Ｂ Ｐ Ｒ （ 業 務 改 革 ） の 実 践 」  
全 庁 業 務 量 調 査 を 実 施 し た こ と に よ り 、 業 務 量 が 「 視 え る 化 」 さ れ 、 感 覚 的 な 議 論 か

ら 、 デ ー タ （ 証 拠 ） に 基 づ く 業 務 改 善 を 進 め て い き ま す 。  
 

【 参 考 】 Ｅ Ｂ Ｐ Ｍ （ Evidence-based Policy Making の 略 ）： 証 拠 に 基 づ く 政 策 立 案  
 

■ Ｂ Ｐ Ｒ （ Business Process Re-engineering） の プ ロ セ ス  
 
 
 
 
 
 
 

【 参 考 】Ｂ Ｐ Ｒ（ Business Process Re-engineering の 略 ）：業 務 フ ロ ー を 見 直 し 、抜
本 的 に 再 設 計 す る 業 務 改 革  

 
○ 安 定 的 な 財 政 基 盤 の 確 立  

「 ス ク ラ ッ プ ア ン ド ビ ル ド 」 と 「 ビ ル ド ア ン ド ス ク ラ ッ プ 」  
 社 会 環 境 等 の 変 化 に 伴 い 必 要 性 や 緊 急 性 の 低 く 施 策 事 業 を 縮 小 廃 止 し 、 そ の 財 源 を 新
た な 施 策 事 業 へ と 充 当 す る 「 ス ク ラ ッ プ ア ン ド ビ ル ド 」 を 進 め て き た 結 果 、 一 定 の 成 果
を あ げ る こ と が で き ま し た 。  

こ れ ま で の 成 果 を 踏 ま え つ つ 、 既 存 施 策 事 業 と 比 較 検 討 し 優 先 順 位 を 判 断 し な が ら 、
時 代 の 要 請 に 応 じ た 事 業 を 実 施 す る た め 既 存 事 業 を 縮 小 廃 止 す る 「 ビ ル ド ア ン ド ス ク ラ
ッ プ 」 の 手 法 を 検 討 し て い き ま す 。  

 
○ 機 能 的 な 組 織 機 構 の 整 備  

「 民 間 の 力 の 活 用 」  
 組 織 や 業 務 の 見 直 し を 図 り な が ら 、 定 型 的 な 業 務 な ど 事 務 事 業 全 般 に わ た っ て 改 善 を
進 め 、 業 務 委 託 （ 移 管 ） 化 等 を 検 討 し ま す 。  

公 の 施 設 に つ い て も 、 管 理 や 施 設 運 営 の あ り 方 を 検 討 し 、 指 定 管 理 者 制 度 の 活 用 や 施
設 の 廃 止 等 を 検 討 し 、 市 民 サ ー ビ ス の 維 持 向 上 と 経 費 の 節 減 に 努 め ま す 。  

 
 
 
 
 
 
 
 

  
1 業 務 量  

調 査  
2 注 力  

業 務 決 定   
3 業 務  

詳 細 調 査  
 

4 現 実 の

姿 の 把 握  
 

5 問 題  

事 象 抽 出  

 
10 実 施 ･

効 果 ･測 定   
9 計 画  

立 案  
 

8 効 果  

推 定  
 

7 施 策  

選 定   
6 原 因  

追 及  
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 ウ  ス ケ ジ ュ ー ル と 主 な 取 り 組 み  
項   目  令 和 ６ 年 度  令 和 ７ 年 度  令 和 ８ 年 度  

自 治 体 Ｄ Ｘ の 推 進  

○ 業 務 改 善 案 検 討
及 び 実 行  
 
○ 人 材 育 成・職 場 活
性 化 の 視 点 で の 業
務 改 善 の 検 討  
 
○ 各 専 門 部 会 に よ
る 既 存 事 業・業 務 の
統 廃 合 の 検 討  
 
○ ア ナ ロ グ 規 制 に
関 す る 推 進 体 制 の
構 築 、点 検・見 直 し
方 針 の 策 定 、規 制 の
洗 い 出 し  
 
○ 白 石 市 デ ジ タ ル
化 推 進 方 針 の 推 進  
 
○ デ ジ タ ル 田 園 都
市 国 家 構 想 交 付 金
等 の 活 用 検 討  
 
○ 財 務 会 計 シ ス テ
ム へ の 総 合 計 画 管
理 シ ス テ ム 導 入 に
伴 う 評 価 体 制 構 築  
 
 
○ 地 域 活 性 化 起 業
人 制 度 の 活 用  
 
 

○ 業 務 改 善 案 検 討
及 び 実 行  
 
○ 人 材 育 成・職 場 活
性 化 の 視 点 で の 業
務 改 善 の 検 討  
 
○ 各 専 門 部 会 に よ
る 既 存 事 業・業 務 の
統 廃 合 の 検 討  
 
○ ア ナ ロ グ 規 制 に
関 す る 見 直 し の 検
討  
 
 
 
○ 白 石 市 デ ジ タ ル
化 推 進 方 針 の 推 進  
 
○ 新 し い 地 方 経 済・
生 活 環 境 創 生 交 付
金 等 の 活 用 検 討  
 
○ 財 務 会 計 シ ス テ
ム へ の 総 合 計 画 管
理 シ ス テ ム 導 入 に
伴 う 評 価 体 制 構 築  
 
 
○ 地 域 活 性 化 起 業
人 制 度 の 活 用  
 
 

○ 業 務 改 善 案 検 討
及 び 実 行  
 
○ 人 材 育 成・職 場 活
性 化 の 視 点 で の 業
務 改 善 の 検 討  
 
○ 各 専 門 部 会 に よ
る 既 存 事 業・業 務 の
統 廃 合 の 検 討  
 
○ ア ナ ロ グ 規 制 に
関 す る 見 直 し の 実
施  
 
 
 
○ 白 石 市 デ ジ タ ル
化 推 進 方 針 の 推 進  
 
○ 地 域 未 来 交 付 金
等 の 活 用 検 討  
 
 
○ 財 務 会 計 シ ス テ
ム へ の 総 合 計 画 管
理 シ ス テ ム 導 入 に
伴 う 評 価 体 制 運 用
開 始  
 
○ 次 期 実 施 計 画 準
備 ・ 策 定  
 
 

デ ー タ (証 拠 )を も と に し
た 政 策 立 案 【 Ｅ Ｂ Ｐ Ｍ 】
と Ｂ Ｐ Ｒ (業 務 改 革 )の 実
践  

「 ス ク ラ ッ プ ア ン ド ビ
ル ド 」と「 ビ ル ド ア ン ド
ス ク ラ ッ プ 」  

民 間 の 力 の 活 用  
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エ  取 組 目 標  
取 組 項 目  取 組 目 標  実 績 ・ 効 果  

業 務 効 率 化 の 推 進  ○ 効 率 的 な 電 算 シ ス テ ム
の 導 入 と 業 務 見 直 し に よ
る Ｄ Ｘ の 推 進  
 
 
 

○ 令 和 ６ 年 度 ま で に 、 RPA、 AI-OCR、
住 民 票・戸 籍・税 証 明 関 係 の オ ン ラ イ ン
申 請 、公 立 保 育 園・幼 稚 園 業 務 の ICT 化 、
電 子 図 書 館 、 AI ド リ ル 、 施 設 予 約 シ ス
テ ム 、 災 害 時 監 視 シ ス テ ム な ど を 導 入
し 、 業 務 の 効 率 化 と 市 民 サ ー ビ ス の 向
上 が 図 ら れ た 。  

自 主 財 源 の 確 保  ○ 市 税 等 収 納 率 の 向 上  
 
 
 
 
 
 
○ ふ る さ と 納 税 の 推 進  
 
 
 

○ デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 口 座 振 替 受
付 サ ー ビ ス 及 び キ ャ ッ シ ュ レ ス 納 付 を
導 入 し 、 納 付 し や す い 環 境 を 整 備 す る
と と も に 、 綿 密 な 財 産 調 査 と 効 果 的 な
差 押 に よ る 効 率 的 な 滞 納 処 分 や 適 正 な
滞 納 処 分 の 執 行 停 止 な ど を 行 い 、 収 納
率 の 向 上 に 努 め た 。  
○ ふ る さ と 納 税 返 礼 品 の 定 期 的 な 更 新
や 寄 附 受 入 ポ ー タ ル サ イ ト の 拡 充 に 加
え 、ホ ー ム ペ ー ジ 、SNS を 活 用 し 、「 ふ
る さ と 白 石 」 の PR に 努 め た 。 寄 附 金
は 、子 育 て や 教 育 へ の 支 援 、高 齢 者 福 祉
や 障 が い 者 福 祉 の 充 実 な ど 様 々 な 事 業
に 活 用 し た 。  

人 材 育 成 の 推 進  ○ 事 務 改 善 提 案 の 推 進  
 
 
 
 
 
 

○ 提 案 の 活 性 化 と よ り 提 案 し や す い 環
境 を 整 え る た め 、Logo フ ォ ー ム を 活 用
し た「 事 務 改 善 ア イ デ ア ボ ッ ク ス 」を 令
和 ４ 年 10 月 28 日 に 設 置 し 、 令 和 ６ 年
度 末 時 点 で ３ 件 の 提 案 が あ っ た 。 引 き
続 き 、 市 政 に 対 す る 職 員 提 案 制 度 の 機
会 を 設 け 、 行 政 運 営 へ の 主 体 的 な 参 画
を 促 進 し 、 斬 新 な 企 画 や 事 務 改 善 を 行
う こ と に よ り 、市 民 サ ー ビ ス の 向 上 、市
の 活 性 化 及 び 行 政 の 効 率 化 の 確 保 を 図
る 。  
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